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研究成果の概要（和文）：久しく，言語と行為を司る大脳のシステムは，個別に捉えられてきた．

しかし，近年，複数の研究が，それらのシステムは相互に密接な関わりをもつので，言語と行

為に関する情報が相互作用を及ぼしていることを明らかにしつつある．本研究では，言語と行

為（たとえば，ジェスチャーと発話）の生成に関与する動的統合過程を，ブレインイメージン

グ技法の一種である近赤外分光法(near-infrared spectroscopy)を用いて検討した． 
 
研究成果の概要（英文）：For a long time, the cortical systems for language and actions were 
believed to be independent modules. However, some studies have reported that as these 
systems are reciprocally connected with each other, information about language and 
actions might interact in distributed neuronal assembles. In the present study, we 
examined the dynamic integration process linking the generation of language and action 
(for instance, speech and gesture) using near-infrared spectroscopy (NIRS). 
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１．研究開始当初の背景 
コミュニケーションを構成する話し手と聞
き手の関係に注目し，以下の４種類の観点か
ら本研究を構成した． 
(1) 身体性認知科学：身体と環境との相互作
用を理解することが，人の知的活動を解明す
る上で不可欠であると指摘されている． 

(2) 発話と身振りの関わりが思考の生成に重
要な関わりをもつ． 
(3) 行為の理解と模倣：他人の動作を観察し，
模倣するためには，模倣すべき動作の遂行者
の意図を理解することが重要である． 
(4) 言語活動と行為の遂行には，発話と身体
運動の両計画の立案を必要とする．ブレイン
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イメージング技法を用いて，これらの問題に
おける動的処理過程の検討を計画した． 
 
２．研究の目的 
コミュニケーションにおける言語活動と非
言語活動を動的に統合する処理過程の解明
を目指す． 
 
３．研究の方法 
身体動作や発話活動，あるいは発話活動に随
伴する身体行動が意味の伝達と理解，いわゆ
る広義のコミュニケーションに果たす役割
を検討するために，ブレインイメージングの
一技法である近赤外分光法(Near-infrared 
spectroscopy)を用いて，課題遂行中や課題
遂行後の（例えば，ジェスチャー生成時や生
成後の）実験協力者の酸素化ヘモグロビンの
変化量を計測した． 
 
４．研究成果 
(1) 複数の無意味な身体姿勢を個別に呈示
された間に，観察者が，それらの身体姿勢間
に身体運動の可能性を理解すると，一連の姿
勢を模倣することなく，一連の動作の生成に
関与する観察者の脳の責任領野(lower part 
of the precentral  gyrus)が賦活すること
を確認した． 
 このことは，身体運動の生成可能性の理解
が，観察対象となる身体運動の意図理解の脳
内基盤と密接な関係をもつことを示唆する． 
 
(2) 中国語を母語とし，日本語を第２言語
として習得した二言語併用者の意味処理に
おいて，左半球の dorsolateral prefrontal 
cortex (DLPFC)は，処理を求められていない
母語の意味情報の活性を低減することに関
わり，右半球の DLPFCは処理を求められた第
２言語の処理への注意の維持に関与するこ
とを確認した． 
 このことは，二言語併用者の DLPFCが，左
右両半球で異なる機能をもち，そのことが二
言語間での処理の干渉の低減に関与してい
ることを示唆する． 
 
(3) 発話中にジェスチャーを産出した発話
者では，ジェスチャーを産出しなかった発話
者 よ り も ， 下 前頭 回 (inferior frontal 
gyrus) の 賦 活 が 高 ま る が ， 上 側 頭 回
(superior temporal gyrus)の賦活が低下す
ることを確認した． 
 このことは，ジェスチャーの生成が，発話
者の発話負荷の低減に関与する可能性を示
唆する． 
 
(4) 実験協力者が，実験課題の依頼者と親密
度が高く，課題の遂行に高い動機をもってい
ると，そうでない実験協力者よりも，課題遂

行後に脳の高い賦活を示すことを確認した． 
 このことは，課題の遂行に対して高い動機
をもつと，課題遂行の終了後にも脳の賦活を
もたらし，特に一義的な正解の与えられてい
ない困難な課題において，正解を求める持続
的な取り組み（内省活動）が継続されること
を示唆する． 
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